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令和 3年 10月

『郭沫若文庫の案内』一文庫の内容紹介を中心に一

長引くコロナ禍により図書館活動も停滞ぎみでした

が、新たに活性化を 目指 して活動 しています。今年度

の特別展示では当図書館の「郭沫若文庫の案内」を取

り上げました。この「文庫」は60年前新中国の傑出

した文化人郭沫若の日本亡命中に作られた業績である

文献や書籍 ・資料など約1450点からなる貴重な文化

財の寄贈を受けたもので、その内容は『郭沫若文庫目

録』として整備されています。

これまでの案内では郭沫若の紹介に重点が偏りがち

であったものを文庫の内容（文化財）の紹介に改めま

した。それは「郭沫若文庫」の内容はいずれも郭沫若

の多彩な業績を裏付ける貴重な文化財であることか

ら、その内容と特色を紹介することの方が設立の趣旨

に適うという観点に立ったためです。

2013年にリニューアルオープンしたアジア・アフ

リカ図書館は、 三鷹市とのパートナーシ ップ協定に基

づいて、閲覧を市民にも開放したり、「文庫」の文化

財の一部を市立南部図書館に展示していただいたりし

て、市民の閲覧に供し利用の充実を図っています。

このたびの特別展示は利用する方々に「郭沫若文

庫」の中身を知っていただき、郭沫若の貴重な文化財

を通して郭沫若やアジア世界に関心をも っていただ＜

図書館長あいさつ

貴重な文化財を生かす

かつて当財団創設者の一人菊地三郎が郭沫若からの貴重な

文化財の寄贈を受けて 「郭抹若文庫」設立の動きを報告する

ため来日中の郭氏を訪ねた時、「個人や国の名ではなく全アジ

アを包み込むような名称にしたらどうか」と述べられました。

郭沫若のこの意向が「アジア文化囮書館」の名称を生み、

「郭沫若文庫」は貴重な文化財として「アジア文化図書館

（現アジア・アフリカ図書館）」 が保存・管理することになっ

たと言われます。

このことは、郭沫若の偉大な業績を裏付けるものが「文

ことを目指しています。

アジア・アフリカ図書館ではここ数年来毎年アジ

ア・アフリカ世界において、注目される重要なテーマ

を掲げて特別展示を催し、当図書館の図書・資料など

への関心を深めていただくため 「図書館だより 』 も刊

行していますが、今回はその第7号になります。以上

このような趣旨をご理解いただきア ジア・アフ リカ図

書館に親しみご来館下さいますようお待ちしています。

I 
l I 

l 

郭沫若文庫内書架

アジア ・アフリカ図書館長 篠原 昭雄

庫」の文化財であって、それを生かすことこそ設立の本旨で

あると考えられます。

本年の特別展示のテーマは、従来 「文庫」の案内というと郭

沫若個人の紹介に重点が置かれていたものを改め、 「文庫」の

文化財を生かすことが設

立の趣旨に適うという観

点から企画したものです。

このことをご理解いた

だき展示を通して 「郭沫

若文庫」に親しんでいた

だければ幸いに存じます。
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特別展示 『郭沫若文庫の案内』 一文庫の内容紹介を中心に一

一鴫粋布層馴1|—
郭沫若先生略年繹

9981年 四Ill省楽山に生まれる．

1914年 日本に饂学する．

9918年 九州膏口大学区学墨に入る．ハイネ、ゲーテ．イプセンを董む．

9929年 ゲーテ『ファウスト）の霧訳出版tする．

9923年 九州壽国大学卒．寡躾●遍れて上濤9こ蝙る．「劃遍遇鱒」負行．

,925年 9t伐に参加．武潰政軒の政治纏馴主任となる．

9927年 囀介石のクーデクーが紀こる．

,921年 囀介石による遺蠣を這れて、上濤へa良出する．
→ 

9工8年 干薫罵ml9lmに住む．「JI）『蕩寓）算出版．

9929年 9我的幻年』「Ii.正訂9●J算蚤出厖する．

,930年 『中口古代社会研究」奮出ほする．

9931年 9鳳漏JI●●文字日究）毒など●出廠する．

9932年 9食文書考』 9劃遣十年）専などを出雇する．

9933軍 『古代名賓9彙炊） ［卜諄遍纂』鴫など●出版する．

9935年 9石鼓文a究） ＂`属） 1研究書）●出版する．

1937年 嵐身日本を慶出して故口救亡抗日厩縁に参加する．

1938年 軍事璽員会政治●賽三庁の帽織に着手、主任となる．

19ヽ2年 国・共分駁棧の重慶で『●戴」 （戯嶋）出蔭する．

99“5年 巴史学者としてソヴェト94学鯰の沼きによ99訪J.

196年 政治協轟会■9こ慧党瀑代賽で参加する．

1釘 9年 中軍人民共和口剛紐瑾、中口科学に初代E●と●る．

この間全国人民19覆大会賞積璽員会馴養員●を務める．

中日友好協会名誉会長など●歴任する．

9978年 北東にて＊,..

郭沫若とその多彩な業績から見た「郭沫若文庫」

郎沫若は近代中国が生んだ傑出した文化人です．その纂績を見ると、マルキシズムをf喜墓する著名な圧史学者、古代文

字学者であると同騎に、中国の現代文化史上に悶立った足跡を残した博覧強紀、オ能抜群の学者の一人でした．まさに

新中1!lの文化穀綿に光り輝く旗印でもありました．その纂績は多彩で騎 ・文学 ・史劃、中国古代史や古代文字研究にお

いても優れたものがありました．また書においても蘊書を繰り五して独学で書を学び、その纂績は中国を代表する書震の一

人に霞えられています．どの分野（テリトリー）の攘績においても抜群で、「郭沫若文庫」の“資料はいずれも超ー級の

文化財です．

f虹沫若文庫」は、 t950年代の半ばに郭沫若より日本亡命19代に愛用し研究に閲係した図書資れと書中に手書きし

た手沢本などが当闘の中日文化研究所に寄IIされたことが契儘となって｀小倉正恒、菊地三邸はじめ当峙の政界 • Ill界

人や文化人など薯名な方々の力で、「郭沫若文庫」設立の鮎きとなりました．lffl穀騎には葬沫若の意向もあって「アジア

文化図書II」と名称を変えましたが、アジア ・アフリカ文化財団創立の基邊となりその後人材膏成のためのアジア ・アフリ

力1,学にも出来、 60年の圧史に培われて今日に至っています．

多彩でそれぞれに優れた才能と纂繍を持つ郭沫若によって寄贈された。日本亡命中に手掛けた文化 ，研兌活動とその纂

績を裏付ける1ヽ資料を豊理 ，保存していることが、郎沫若文塵の重妻な特色であり文■の貴重な文化的臼値はこのような

ところにあります．本震示では郭沫若の広範な纂績1ヽ資れを、「文学」、「書」、「古代史研究J及び「古代文字研究」

のジャンルに分けて紹介します．

手沢本の例

郭沫若が愛既した中国古典と
思想形成に影響を及ぼした書籍

髯沫著が愛董した国●で、これら本に貼ってある沢山の付纂"・”沫若nら手書●した書き込みのあるところ

です．手沢本は鶉沫苓が特に閲心を持ったところを示すもので．それ9●「文●Jにある書鰭の大きな

ueです．

●●●"● r量子j●遍●●の一•

＂げIU膏子の●●an＊遍富の文戴で●の＂代の作で T・•這•“t董9,.........,..●●●..
●●9●く雙‘” r●●●●l u内●に會言れ内•`』•99●●●●●●●9い・われてい念T.....

＂髯ユ喜叉●に`．董干`＂＇千ヤ 9←富●の文●＂，．“) 鴨埠冨の傘霜富輿への遺●”軍”'たこLし以↓↓・えまT,

一訊嘩心凡一．．~
自伝

＂沫若は、生●から抗 B載●讐加にいたるまでの濠乱にとんだ＊生を．闘代ごとに「我約鯰年J「反正n19J

""ヽJ などに書しています．これらの0伝 13道鉛の＂代の髯沫若を知る上の貴重•1l●でもあります．

r..,．軍 9●の9零●代）」 99匹紀） m r●●●●●●ll (9929●l r鳳●J999工’●l

詩

髯沫蒼は、 ロマンチシズムのU人として、古くから中国文学の主汲であった,...（文II定髪U)に代わり、籟M

（口騒によるn由＂および輯定望M) を賛覆し．中国の夏代籟Uの基蔓€纂きました．
，．い

代襄作とCった蒙—U纂 f女神」は、日本讐学中の作晶を含む 54 ●の＂と「女神の膏生」など 3●の騎•

からなり、 0●への反拭、 n由への憶れ~籟しい又9ヒ割遍の情饒という闘代の"神を体職するものとして亀著奮

たちの心を●み~蝙況的な人気を縛ました

r誌看●●」 (9926●lと●ー●●の「女"」(●●l r己(9....,

翻訳

九州書口大学E学●に入学した髯沫若は幼少綱の鰐気で●賞に間■があり鴫鯵羅，，使えないことに気づき．

区学●篇めざる●得ませんでしらしがJ、霰学饂の学生としてドイツIi、実U●●襴したことが、クゴール、ゲーテ、

ハイネ、シェリ＿、ホイ／トマンなどの轟洋文学から大きな影響●雙けて文学nオ纏●鱒花させます．そしてゲーテ、

-Iルゲ～ネフ、トルストイなど各国の改々の名蕃●霧閏し、籟しい患耀●求める中国に轟浮近代文学•広める控劃•

累たしました．

また． 1924年に河上●の「9i●帽纏と9土●軍●）を.訳して『9l●纏織与社●革●）を薔しましなこの胃蒙

によってマルクス主纏の尼想から大きな影●●雙け、",.観や文学霞にも大きな変化が生まれました．

＂し刀~イの「●●と亭Kr 9 1939 ●)

史 劇
史劇1こは、古代中国の文学作晶に舅代の中〇や髯沫若0身 •Ii影しているものなどがあリ、髯沫苓は 9、あ
9虎符J などa•の史劇を書し、その中に櫨の世界観が広がっています．

9●畢』は代賽的な史劇で反追＂愕●喪し".,．求めた輩の政治寅 •M人で●った■·の生きたU代に当闘の

中口の状況●●ね合わせた作品でォ．交咸した年93iミの白i影●駐 ｛尉鯛院は鯛湯）で上漬され、騒へ•30
万人近い霞害ti証●かけたほどの饒狂●鳩しました．

r●●J 19933●l 

’ 

「●●●●J（●●=鴨隋●）

_-J知饒旧馴i↓-.＿
古代文字研究

駆沫若文直に入ると全面に周の金文字 ・殷の甲骨文字閲係の古代文字に関する様々な文献や全

書が書架に並んでいます。また、中には老子、荘子、荀子などの古典など古代の文字や託文献

も整然とおさまっています。邦沫若が中国古代文字の研究を始めたのは、日本に亡命した時期で、

古代中国の研究を行うにあたり、 甲岱文字や膏銅器に残された1名文の理解が必須と考えたためでし

た。 郭沫若は、小石川にあった東洋文庫に通い、殷墟の発掘による初期の甲令文字、古代文字

研究で著名な王国雑や窪振玉の著書を熟訣し、それを短期間で'II得しましfこ° 全<の素人から独学

で修めた研究にもかかわらず、わずか 10年の亡命期間中の研究によりこの分野における重要な著

書を多数残しています。

"‘うし●99 ん~＾し●●疇れ·こ●し● 9

両凧金文11大系考糧 (1935年，郭沫若著）
•くし 99 ヽ人

卜壽過纂 (1933年，郎沫若著）

甲骨文字および金文字の研究に使用した書 甲骨片

匠

中国古代史研究
•＾しょ 9邦沫若は中国共産党による南呂蜂起の失敗後｀日本へ亡命し、十年間千葉県市川市須和田に

払••9 どう た•°’'決” ●’しだみ● ●す99 A“” 
住んでいます。 このとき文求堂書店の田中慶 郎、東洋文庫主任の石田幹之助、燕京大学

教授の容庚などの協力を得て、中国古代史研究に没頭しました。

代表作である「中国古代社會研究Jは、 中 国の伝統的歴史観（ 「史記」 などによる王朝変遷

史）に対し、葬沫若はマルクスの唯物史観に基づき、・奴謀制は西周まで続き、春秋峙代以降が

封達制である”としたもので、西洋患性は中国には通用しないとする伝統的歴史観に対し、実証的

な研究によって新しい歴史観で造めたものでした。 中国に戻ってからも中国古代史研究の成果をま

とめた 「政道時代J、「＋批判書J、「奴は制時代Jを出版しました。

中11古代社會研究 (1931年，郭沫若蕃I

奴11胡度史
(1929年， J.K．イングラム蕃氏巳鰹世訳）

*"•a 

.

.
 

史記 (1927年，司罵遍蕃）

安陽積撮籟告

(1929年，國立中央研究に圧史I!濠研究所）

1936年河奇贔安鴫発纏鑽董で濠＂代の甲骨

文や奴註闘代を裏付ける労働の9員子や掬死者の

遺骨 ・墳墓などが出土しています．

アジア・アフリカ図書館所蔵の郭沫若の書

郭沫若は、顛真卿（がんしんけい）など中国を代表する書家の作品を研究し、臨書を繰り返し行い、独

学で書を学んだが、その腕前は現代中国を代表する書家の 1人となっています。 郭沫若の書は中国国内

の文化栢設の看板などいたるところで見受けられるほど多く、さらに日頃から知り合いの人々に自筆の書を

隕っていたこともあり多種多様な作品が残っています。字体は行書体と草書体の作品が多くみられますが、

郭沫若独自の書風と言われており、ここでは文庫に保存されているもののうちいくつかを紹介します。

t誤tぷ易

・・ ・ヽ'’い
r，1かに約りす． 茶洪，，＊．

し.. 

域にUみて． 我が書を慎す．

・ヽ ••ん しく ●ゎ • 

約竿． 街み了りて去＜ ．

し

鍼らず． 是れ何の隻なるかを．
ら，．

石の先生の積,11こ．沫若．

1904年、虹氏 11鰻の騎の作．澳

液で釣りをしながら~かかった魚が逃げ

ても気づかないくらい駐書に没入する

様を攘いた。

「萬誉書楼J
書寡の書斎名としてしばしば便われる。

＂`こ 9 ●"' 
清江の伎者、 安陽を士づ．

L.，疇"" 食ヤ

七十二鑽' 綬は章を戌す・

ょ"
頼むらくはな 祈たに全且の蜻を

＊・ 9い●人99 ●ヽ
有ち、 人をして長く什観堂を憶わ

しめんことを．

99ん" 會 99ん ●てん いん99 
倉堂先生、 会謙の皐箪 ~ 舷心の
と．、ん•’”"99 
陶文を以て SItせらるるに此れを

．． 
鼠して以て輻ず．

● 9 9 

＂沫苓、 江戸 1りの畔,,書す．

新発見の甲骨資料を送ってくれた董

作賓への感謝と賞賃、そして今後の

さらなる成果への間待を述べ、また

不幸な死をとげた王国縫への磁墓の

性いをこめたものである。

i
t
;
'`一必

ん
阻
~
名
が
屁
村・1

iょ
‘出・・
9

ジ、！`
吠

鱗設

図●鱈這遍センター学樹慣t1•Jリュ＿ション

携当襲員伊●洪二資nょり

I［中の一夭地． 夭地の-iili.
ぃん●く く●● りし• 9 

飲囁 9よ 合 が 分 99隧い． 和請 9i
ム』

此のおに頼る．

こ9 ． ，し●"'
寓鼻も何ぞ義むに足らん． 巧 j§
い99 いく， ．： 

も使らに戎を賽すのみ．<.. 
，，黙逗9:，，黙． 鳥かに道と過ずる
， 

を闊す．
し●く

恐屯P先生の囁9Jより書す． 弁沫若．

にわとりの姿に、老荘的な道を体得し

た理想人のありようを寓したものと巳

われる。
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旦」 図書館情報 ～図書館の活動と近況～

► 新型コロナ感染拡大に伴う全面休館

2020年4月と 5月は新型コロナウイルス対策のため全

面休館にしました。1回目の緊急事態宣言が発令になっ

たことにともなう休館でしたが、宣言が終了したため

に6月からは感染拡大防止対策をして開館しました。

► 『改造日報』 みつかる

昨年、当財団創設者の一人である菊地三郎の遺品か

ら、 『改造日報』が大量に発見されました。『改造日報』

は、戦後間もない上海で在留邦人向けに1945年10月～

1946年8月までの間だけ発行された新聞です。日本人

に対する思想改造や民主化、引き揚げの様子を研究を

する上で貴重な資料ですので 『図書館だより』（第6号）

に掲載しました。国会図書館や上海の固書館にも収蔵

していない日付の新聞も多数含まれています。今年度

の公開を目指して準備中ですのでご期待ください。

► 研究者の来館

昨年度は「郭沫若文庫」の見学はありませんでした

が、今年度になって中国の留学生で日本の大学院で学

んでいる学生の来館が2件ありました。郭沫若とマル

キシズムについて、或は日本亡命中の交友関係につい

て、などの資料を調査•閲覧しました。

► 町田市立国際版画美術館の学芸員が来館

2020年12月4日、町田市立国際版画美術館の学芸

員が来館し、戦後当財団でも木刻版画運動が活発で

あったことに関連して当財団の資料を閲覧されまし

た。同美術館では2022年4月より版画運動についての

展示会「戦後日本 二つの民主版画運動展（仮）」の

開催が予定されています。

► 佐藤比呂志先生からの図書寄贈

当財団の前顧問、佐藤比呂志先生から大量に図書の

寄贈がありました。江戸文化を中心として大変興味深

い内容になっています。受け入れた図書については、

配架してありますのでぜひご利用ください。

► 南部図書館に当図書館の図書を展示

アジア・アフリカ文化財団と三鷹市の間に結ばれて

いるパートナーシップ協定に基づく活動として、毎年

アジア・アフリカ図書館の図書を三鷹市立南部図書館

に展示していただいています。昨年度のテーマは「文

字と言葉」でした。

► 「アジア・アフリカを知る集い」

コロナ禍のために延期になっていた「第28回アジ

ア・アフリカを知る集い」が、 1年遅れの2021年2月

28日にオンラインで開催されました。講演タイトルは

「人類生誕の地 アフリカの食と料理 ～料理本の出

版で学んだアフリカの智慧～」、講師はアフリカ理解

プロジェクト代表 白鳥くるみさん。参加者は24名

でした。当図書館にとってオンライン講演会は初めて

の試みでしたが、質疑応答なども活発に行われました。

► 2014 年度ー2020 年度の利用状況比較

アジア ・アフ リカ図書館利用者は、 2019年度以降、

新型コロナウィルスの感染拡大による休館等で減少とな

りましたが、 三應市民の図書館登録者はあまり変わらず

利用してくださいましたので、割合が高くなっています。
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利用者全体に占める三鷹市図書館登録者数の割合
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公益財団法人アジア・アフリカ文化財団経営 アジア・アフリカ図書館

開館日：火、水、金、土、日（第 3水曜、年末年始を除く） 開館時間：平日＝ 12時～17時、土・日： 9時半～17時
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